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物小模時時が８

棄
等売小刻刻

の店売車

保舗店午午場分

北 海

大
アイウ

荷 駐 規駐

さ 輪 模車台台
収施

売ののき

小場場ば

舗容容設

店収

道 公 報

株帯規成規

大平大

ウエ

模

山株札

口式幌式広模
１売

県会市会市小年小

店月店

山社東社西売

口ツ区福

舗 市ル北原条舗

第

表日神株

大代

イはアイ

広模者本奈式

札株帯規

市会市小のト川会

幌式

川フ

中社西売氏イ県社

店名ザ 央福
区原条舗ら崎ァ

号

大名
氏ア

平規中

成模道

十小リ
四売ー
年店ス
六

ら

管の舗前後をか

舗株

時時用午

施施に９９利
す後

設設お

ののい

容運て分る
で

方売とま

量営小こ時
る

関行き

にをで

法業が

台の

事の間

る者時

すう

配
の
設積

施数数面

の台
項
事
る
す
関
に
置

北の日内 大ハ

表丁設店

字条代１新の

取目を舗

佐代東

山表

す面 取丁締

締目役番る積

番福合 地役１地日の 番

原計 １鶴

北にス市ー

樹治
朋

羽号

区ト

１代１お株幸ス

北

目て会堀リ

条表丁い式

小社川テ

東取
３締

リ

丁役番売町イ

目地業代

ン

番原行取グ 番 ３福を表

の表

朋者役代

地う締地

氏田取

治
月を式

二設会

十置社

一す

日

名役

氏締

の取

者表

る代

金

は関

又

曜

び
及
刻
時
店
項開帯

称
名

は
又役

名崎締

刻
時
店
閉

所
住正

び
及
称井

名學柳

人
法
に
び
並

日

人
法
に
び
並
所
住
び寛

及
は
て
っ
あ
に

大

函函大名北札変

氏ア

道市し規

館館規海幌更

和昭小リ中た模

昭市模

１

タ和売ー央事小

規域

平届

模なの月

小お生

事規

売、活日成出大

店同環ま
６の小

舗法境で年項模

８保北月概売

の第のに

設

北

大 海

規 道

模

関

告

小

縦平す縦午

示

売

覧成る覧前

第 法時９ 期

店 間年律間時

舗

２３
て
っ
あ
に

６か

出成出縦北北釧

届平届
書覧海海路 午年

釧商

前月年等場道道市

縦済路工

７日５の所経

４荷

ウエ

の
者
表
代

時月

売

のき

場所ば

車かさ

駐

舗ン大店

ウ１店シ区項
西に

プ目をグ通舗

ン丁
設シ ラ

置ス６お

ム目て １すテ丁い － ザ

小 ほる
者株

を

氏会１業

の式－売 か

要店

は代う

又行

名社

置条持海

２た渡の

者第の道日舗

の配支称

ら項め島名

か
定す商び

出規慮庁及

届
基き労在

項にべ工所

事
更き項観

変づ事働地

の
つ当つ課

に、に光

立 号

和午地

月昭ら
後法 日
年５

成

金法時平

）律
か第分
ま年 ら

で法 号

第 ） 月律

に 日
定号 規

覧部支労 か

工

午域商課

ら日地庁働

ま観

時課働

８業労

後産 お

車に

動設

自施

課

で光

ば

のさ

口荷

入て

出い

の

取の

名表者

う
行

を
き

数

住社又

び役名

及締氏

称

澤及

び堀称

並名

所長は
並

に己所

人勝住

法び

に

大て到

い該いに

っび

あ

る

出模見す

届規意着

て

すう北

あ売有よ

が小を
者出道

た舗る提海

っ店
置、る事

設はす知

。を
者にが

る面と堀

す書こ

条 休 ま６ る ）第 す 月）

を第 日 で

規 。 日の く 曜項 除 日１

及り

日よ

曜に

土定 ） 、

間
時

る
き

で
が

と
こ

び、

一帯

四
四

者あ

表に

代人

は法

てに

る達

そりき

がよで

のっ

也

周成。

の平
辺

祝お

のと

民の

国次

地年 に大

日り



変平変新

平 有更成更た

成 すに の 限十 会年年る小

四 社月６理売

年 み日月由業

六 １者

北 海

ビ式式テ

株事ゼ株株リ

株社社リ

会オ会会イ

式
ホ式ツフン

社

道 公 報

式テー 更 株リ小氏ホ 変

リッ ）業 会イマ 名 後売
行 フンク を又 社

第

ー式ビ式

氏ホ株事ゼ株

又ッ社株社

マ会オ会 名

クホ式ツ

号

て
）業

表前売 代更小 は変

つ 行 氏
のを

者

月 ば日が

二 調出

十 剤店

一 し

日

め 幌番た 札５た

市
石
白号

金

北
区

曜

社ハー

ク会ルァグ

３
郷

番郡札番山

商ト

ンス

レ

口

札
幌地山幌

号朝東大

市６市市号市
山

北３北佐

区日区字

北
７丁

条目条

ー式 う

ァグ株 は

西７東

札丁

トの称社

ス会 者名

厚番

市市１

口幌目 住 山
大
字別

別

山厚

佐区号
中

名式レ社ハ

株ク会ル は

札番郡札番

称社商

会ン

札丁
幌目幌地山幌

号朝東

市１市６市市号

区日区

厚番北

別
区号北３北

厚７丁

う 名

中西７東

別条目条

住
の

者

日

米
役
締
取
表
代

目
丁
８
条 番

森

地 １番

丁１ 丁
代代代代

２１号 目号目
締締

取取取取

表表表表

石諸鶴柳

役役役役

締締

条 １３ 地央 番

黒橋羽井

取取

表表 代 代代
２ 号所

田

柳前 の
者 役役

締締

表
氏

井

央１番

丁 ３丁
代代代

２２１

条目号目
締

取取取取

表表表表

代

石諸鶴

役役役役

締締締

の
者

表
代

所

田黒橋羽

前

寛

氏

変
アイ

更客更

更駐変変来変変

よ場前後が前
更 し車更

栄廷

） うの））駐）
後

１
一蔵樹正

出大函函大名北札

届氏
模道市

事規館館規海幌

小和昭小リ中

項模昭市

名勝

概売タ和売ー央

の

正敏

規域 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに６

舗設８保北月

敏一蔵樹

勝栄廷
覧前

北北縦平す縦午

関
法時９

海海覧成る

道道期
島６か

経渡間年律間時

２３
名

済

書覧

出成出縦

届平届

年
月縦

日６の所

月年等場

容場前
午 と位収収車午

る及台台を８
前 す置容

時 事び数数利時
８

項収用
す分分 容

るかか 台

こら
後 が後

午 と午 台台ら 数

で

１店シ区

ま るま
時 き時

通

舗ン丁舗ン大

要店ウ

設シ西

のプ目をグ

名ラ

置ス６
ム目 １ 及すテ丁 － 称ザ
ほ びる

所者株
社

地氏会１

在の式－ か
は代

又
名

立置条持海 号

か２た渡

地者第の道日

ら項め島

法
成出規慮庁

平届の配支

事定す商

法の基き労

年項にべ工

第更き項観

律変づ事働

に、に光

号つ当つ課

和午

部支月昭ら

地庁

後 域商日

産工年５

業労金法時

課働）律

ま

観か第分

光ら

で 号 課

） 月
に
定

規 日

覧

し
だ

た 帯

。 間

で 時で

日

車
駐

、

一 場

四
五
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称取

名表

て
っ

あ
に

に勝

び
並澤

所堀

住
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い該いに

っ
あ

に
人

法巳

届規意着

第て大て到

）
が小をる

条出模見す

６

店すう北

２あ売有よ

第

出道
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事
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よす書こ
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曜
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時
２

前
午

は

び
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代

は
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北

次

改完

海

の

土良了

道 地し平

と 告

お

改尺た成

示 良別旨

り 第

道

法原の年

野届６

営 昭地出月

土 号 和区が
基あ日地

北 海

北 か

海 ら退平同

道 任 、平成

告 次成年示 の

月第 と年
お６日

り月

号 役
員日理理同

道 公 報

北

土 海
道地 関

告改 縦平す縦午

示良 覧成る覧前

第 法時９法 期
間年律間時

昭 ６か

号

和午

和 月昭ら

第

２３

駐出成出縦北北

届平届
書覧海海

変
更車年

経渡

す場月年等場道道

月縦済島

るの日６の所
覧部支

理一
由部
に日地庁

号

変平

平更成

成の
十年年
四月２
年分日月
六ま

。事

法整た良

年盤っ改

進の

第促業

律備

工

整完 第盤を ）基事 号
備了

のた

条］し

事

任監

退・

の事

２農の

福幕

あ
が
出別事

届の

の

亮信

。岡田

た
っ氏

後年 日

法 年５

律 金法時

第 ）律
か第分
ま ら

で号

号

第 ） 月）

に 日
定

条 規
す 月第

）

に業労

た産工

新域商

る

す
設
建
を
店
食課

飲課働

め
た
る

月で日

二
十
一
日

金

曜

地

項）土

１）、

第道で

定の海良

規業北改

の事
よ事知

に工道法

、平和

りを事昭

音成堀

年 別

同

名二一

の１律

町年法

知温南

道市

海別

北住士

堀町町
別別

事根士
南
５

を

規 日 での 休 ま項

線番

り 。 日よ く 曜に 除 日定

及お

日し

曜て

土、 ） 、
民土

国わ

びが

日

行月達第

う

同前同
） 地に号 土日也

岡田

ベ
ン
ュ
シ
同カ仁豊

所地

也番
４

達西地

ツ木

谷

同同大同同同下同同

に区

日良

祝改

の地

地梨 部
北

和

川同同同共同同

区茂

地川同同同喜同

東

第

名西別

平
の成 条

農農中同

月 ３６ 第年 ２

保間

ん地地地山

同か農

整域

い編全全地

が再保
ロ合

水イ備総

排パ

）防

きト道地

明ッ農農

水整
排連災

ょ関

同同同同同同同同同同 畑同同同土同
総

改総良

層帯改

土地地
備

備整

）整合

良合
緊

同同畑畑

備手

整い

急担

事畑同

ょ総

帯帯き帯

地地暗地

業
整整整

合合）合

総総

備備備
支

手手手

いいい

担担担

項

の支支

す
告

公
り

よ
に
定
規日 の

］備農

。
る

業農

）排保

道用地

農用用

）
理

整
画））

区水全

き

暗区農客暗区農客暗
）ょ

き画業土き画業土

理用）

ょ整用）ょ整用

水水

）排）排

）理用）

型

］成

型育

））

業画き層

農区暗土］
業道土

用整ょ改農農客

排））用））

用理）良

型

援援援

）
水

）排

水用

］
型型

単単

き層土土

農区暗土独独
改

）整ょ改層層

種道画

））

））良良

理）良改 海
北

類

］］

一道

四知

六

同同同同同同同

堀
事

同同同同同同同同同 同同同同同同同

了成
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年
月
日
也

達



２

作ヘ生地土農施

土実

平 ク改地地

成 タ良改開

十 付ーそ良発

四 産 ルの関、

年 当他連区

六 面た生事画

北 海

生１ 北

甘産 海

味振平作作 道

資興成付付 告

面面 源計 示

特画年積積 第

別を６及及

措樹月びび
生生 置立 号

法し日産産

道 公 報

居

阿
沼西同同同同鶴同

か畑同同同同中同

幌寒

第

田
栄

同余同弥同同共桜

同同農同

南栄２西
第

市
同中同畑

号

一畑同同

西市
川余同同

月 り産業整

二 収基理

十 積量量盤、

一 の土

日

備改

整層

に良

関、

すか

金 るん

クンン事が ヘトト

曜

、数数
ー、 タ項い

関見

和林にの

昭農量量

水
臣事

法大るし

年産す通

協
第に項

律

地山

９了
第て
）し
号議

排合域

い総地

が帯間

ん
備合

水整総

明整

ょ急
き緊備

用）

水備業道

排整農農

間帯農

山地免

］用

］型

備

総整備

域合整

地総道

整
合

き道業画

暗備農農区

業道用理

ょ農農）用整

帯
般地

用水

用）排）

）

備
備整
整合
道総
農

広

用）

関地業道

域畑農農

い水
が排

）ん用

連か

日

ょ
き
暗
、
備
整
ょ
き ル明

。
第た
条し

農
び
及
備
整

道

規概海

のの北

項そ
１

り次
よ、事

には知

定要
り
成お
平と
、の堀

排

画き層）

農農区暗土水

理）良

用）整ょ改

業道

同同同同

）
水
排））

用

同同

）
水
排）

同同同同 同同

））

同同同同同同

の
備
整
道

成
平同

験品

の化農生試

害力ア

減培経振研種

軽栽業産
の総計関

、技営興究に

適術

菜。
んる也

てあ
年で達

４

注培栽高

栽と

術技成分

技培平糖 ス北

栽

タ海北
海の術
改の年培 ウ

ほとー 種 種品めえア 採
置
設ぐぴベ 名

元

付 質る品作品作 品め
努

積積 及種種 面面 の。付

び

３
別

壌層種種

土浅良品
優

、生付

能水の作

機排苗

理対る

期の合合画す

増

を事験

種入化策試

は導
の項実

植点の

移重業

・
効

栽て
、し

行と
励目施

本果
植

善農推 ト号号善改営を

び善す

予び及改進

は及

備農

増業普指る

殖経及導た
方品

の導本、

営指基め

理針種

合
化」の －にに選

みかト 計区りン

関基定

根
母

画分
養－

採
畑

成
種－

の
量名合名合 収割割

ほ

ぞ 定ー 安アの

ベ 向ン

るめス 図
をト％み％ 上

たタ ぐウ め
計

進心産け

み％ト％ 、

条砕普

策破び画

対土及
す

備土関

整心に

件、及
石

び項
及事

業培る

事肥

指
保及

確普
のな

数的

れ

な努
正に

適導
、

一 施め

四 肥る

七

き健

すづ、
虫

害
病

、。

成
種育

項各の

事、苗

る

軽
えの

耐害
に風

害、
障

モ れ
そ

全湿
健、

る減
う

れコリ

ぞス
ーー の

適きハ に
域ネ％ノ％ 地

ン 応た
さ しや

去
除

き

良
優か％ナ％ た

害
省

び
及

除
防

の

施
実

の

干
確、

の減
育軽

生の
な

ぴの 種と 品えそ

保
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表成号

取
締年第

役５

工称け

昭

社月条

和

日区た

第
律ま住

法含の

年に者

歌歌株
社 第

内内会 ）

志志式 号

市市

字字

東神エ 条
示 じポロ

第 。ーポ
ザー

号 ルザ支

る書
す明

関説
にル

庁

グと
ンこ

リる
アよ

ヒに

３。要手

ル月、との入

の

る

提日の否す

出

じの

限）同め

期金にた
窓

に５会

び後。照

並午

ルし
所

場着
出必口

提時

要業選

出出非

提提、

ル

者

のし業

書との

請者定
そ

さ、
定は

付選に

送て

第

たの
れ

長

海 規

入空北 の

竹項

日２
よ

彦第空 に

昭指道 定

建

知

開

号長 の

２庁 次

－支 る

バ １

光威コ 第

行

佐 発

レ 項

番歌 規１ 北４ー の－ －
ほ よ

空内 に

道地志 定

海
長筆 の

庁５ 次

支か る

知

行

佐 発
開

告

。
う

行
を。

示

にを
者由

業理
法

方
び

及

通知
定通

選て
、し

は付

一知す

五書る

四

す
関

に

藤 為

ロ
プ

び
及。

る る
す

関
に

藤 為

工 出
提

ル
ザ

ー
ポ

工



３

を道当こ約海

格る契北

平

平 成有が該と条道

成 す行調を項網

十 年るう達証を走

四 北こ指物明示市

年 海と名品しす北

六 道。競にた場７

北 海

２

調納納札に

エオカ入次

入入参ず

送送減達にい

ホホ弁す加れ

水水圧を

るも

ーー付る期場すに

ト品日所者該

ススス物

道 公 報

１

）リ

札調型型

入アイウ

ーー 付をー

に達リ）リ

ママ るるマ

ルル すすル

ンン 項品ン

シシ 事物シ

第

協 北

次な定

３

海

のおの平 道

と、適成

開

網 発

おこ用 走 許

りのを年 支

一入受６

可

庁

般札け月

年

告 月

競にる 示 日

争係。日 第 及

号

発る発及

開れ開所

１２
を名

域域可氏

区地許び

区た

工称け

は名受

又の

月 告争関者所条

二 示入しで西

十 第札、あ３

一 に迅る丁

日

。

又すなと

号関速こ目

成名タ

平指フ

はるア

金 をー

年停サ

曜

海さビ

北止ー

レ等に当

ーの必す
なこ

、、ナ仕平北要る

ー様成海
道資と ＝＝等
年網格。

３走

入月支
庁 ））札

等

に定

書指

明の

説日長

の
名

び、

上上 及上

以以 称以

、、

数
＝＝ 量＝

る

、、、

上上上

以以以

入 び

札調 号

号達

番

下、
以は

代平
表成入
札年 取
役９と月

締年」４

月い
う日 岡

ま住

含の

に者

本日。マ

社

内市会

志唄式

歌美株

ナ北ン

キ条コ

字５

市東
ド ウ

日

ン

示いメ

告て・

道れス
とン

号こナ

９いテ

第な

る制

す体

定の

規。ス

に

るる

よす

の備

品整

物が

イイイ 北レレレ

所

。場

ン 網ガガガ 道ンンン 海

低低） 支・・型 走ンン
レ

太ププ

スス

長圧圧

庁

をケ
）ラ

ノノ

田イイ

レ

すで

指施ュ

等建実シ

空

る作

第

府
政
た

号れ

７さ

－。成

３材

ナ目建

ス丁ウ

達
調

－

イ

４ －

資い

のて

入れ

購さ

会海開に入る

議北号ア

げ金を

札 の道掲札落額
決 決会る額加

の札 議議
をの入等算

時

７８９

本本個
っ

札入約こ

落財て契要そ

の作契

規 者札書の

務 交

の 則 付
方定効のは

第 決有成約

１９１ 兼兼

ルル

敏ズズ
６

用台用台台

夫
保以以入

金札説

以証入下下札交

下
を保政財明付

」規の場

消納証令務書

５
る
す
関
に

付金

札札に
札 札

入開開入
入

４

日場日加
参 保 札

道番執

海話札入

北電入

走の

網号行札
場場

おに 要議札にし

に定 支

びる金

い当 す決及係た
っ 事得こ消額

てた るを
２て 件たの費

、
告等該

には とと公税当
入 れはにの金

規、 さき

扱に

す札 て本定取額

定

る約るい１

る書 い契め
札未

格記 のを入円

資に

を載 で締

方な要、

札方 第 法法入否他地 条
限治 項に自 １

場。 規 のる法 の
よ

でし和 に

所）昭 定

交た

律 め

すを法 定

付者年 り

所

税すのと則交

費

る落

付うとに

等る納い」付
北北

ととの。い関

」こ

。る海海

い。免）うす
）事道道

う除第

。、

第項網網
走走 条 ）納

相付

市支 の
及か 額法北庁 ７条 当方

含は条務 びら を等７総

う

時所時金よ
し
証

北第

す
と

室務平
部成郵ににる

送同同者 郵会

。。、

送計年にじじは
の

よ）月るそ

に課８よ

合はの

場日合者

る６場

所

総及所 － 庁

び

部日 － 務

時北 会

海
市

走 線網 内 課道

計

北

関の

有さ 、結に満

条
７

なた 札るす端

しれ 落す

額 を条が

い金 者。る数
当 定にる

のに 決件あ

者
た該 し違と し

一 入金 た反き

五 札額 場しは

五

は入そ 、の 合た、

財 仮札の

予

。札第 た

契は端 分 務

者
の
る第 格

す） 価
と号 定

。

の 囲

項 範

１ の

第 限

条 制

む、西部

に 最

定 で

規 内

３会 海

。地

ま目課 財 ）方条丁計 道
治で 務 の自
規 法の

め の

施定 分則
と に和 令る ５昭 行

こ 相

に す北 和ろ 当年 昭
海

前平積

は午、見

年よ る

成も

、
郵

っ 便時
月約

号８契

番年た

５金

ま

－日額

で消

３
西

海着及

北必税

に費

庁
合

総
走

網
道

海
北

目
丁

無を ５ 則 約、数 の 規 舎

締効切 に 第 を

相 結とり

、各るすて

しす捨 条当 を

北 格

、 価

り の

よ 低

。

。 以規 政る 額道

も道
海

の第 第 上則 令

入

こ地

道のび

。 札。号 号 庁）費

支。消

走と方

網
議

会
号

２
階

２
総税



．

北 海

．

．．．．

道 公 報

．
．． ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

第

所約本

業契契日

イアイ

及

札でにの語

落者約名

とるす続び 在 者あ関手

事称地お本

なかるに日

っを

号

た業す

平金者る

成額で金

十）あ額
四をるを
年もか入
六っ免札

道
帯
広
土
木
現
業
所

、
＝

、、
＝＝

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。、、

続。
の
停＝＝ 止
等
が
有

者しをて通

た申務い国

話用

は出担北郵電使貨

す道番番す

、る当海便

言

札とる網号号る

落こ
決。組走

語 定織支

及
び － 後の庁－

、名総

通 － 速称務

や及部貨

かび会北

月て税書

二落事に

十札業記

一価者載

日

と

するこ

とある

格です

のを。

るか

金

、わ
で問

曜

札、
入ず

告
示

り
得
る
。

網内 消在課道

に所計海

税走線 費地

等市

の北

者丁

業３

事西

税条

課７

る
あ
で目

日

るた
すっ
加も
参積
に見

費の
消額
、金
は約
者契

税
係の に分 等

２

入基格。

入次資に資と

い成を札づ審

札の平格
有執く査

に
参ず

の名請

加れ年す行指申

すに北る

のづ

工調契履分こ基
に

、 事約行 を解工き

達別

協１

る等は分

す体事

調工

のおの平入

次な定

達
札 と、適成

おこ用
受６す 付

りのを年を に

免
か

一札け月る事

、入

事
税

北 年

海 ２北

道 平の海

釧 道 成

路 の告

土 年事示

木 ６項第

現 月中９

る

の

事当
税相
課に

北

平よ 海

成う 道

に 帯

年改 広

北正 土

海す 木

道る 現

ま止等

るも海こ日停書

当告。でをの

者該道と
間け出

必す示の受提

に

にて期

要る第

なこ
又北な中

資と号、い間

平道者そ

は海いに

格。
成のの

競指停

期場 特の、別

年争名止

等

役施設体

定実建解 概

の義事の

要務間所の工

様契北付係施

仕務に実

長員等約海けるが

延幅

結目材務

締道資義

郡再け

＝＝入日梨の付

札の
説翌羅資ら ＋

特
す
る 般にる

名

争る役 事

競係。日定

は名

札達の

入調項務
及道

以、称道

下

び知

月園

札４量公

入年数床
羅

」
と

業 号

所 日平」

告 成に

示 改道

第 年め

釧２ 北る

号 海。路 道

土

示
告

木

９
第

現

帯。

号

業

広 所

土 告

木 示

現 第

業 ３

所 号

号
２

第
示

告

を間

海札止期

北入停の

示資け経

告加受が

道参
るて

９者いし

第格て過

規停合る

に名場い

号指
い含

す事おを

定止に者

日臼源れ

一処てむ

る務

明
書か町化た

にら等工
すあ

る成関で

よ平に事

。

。

月律と

３法こ

年るる

ま成

日平

で

道

うマ海線

い日北臼

年

シ路改

）ケ釧路

。ラ道

施で木

実ュ土良

を

所岩

る成業狗

す作現天

政宮ネ

たン

れ長ト

。さ
府ル

業

海を
北」

所 道
帯平告

広成

示 土
長告

所道
業海

現北
木年

秋第
示

係
に

約
契

達
調

定
特

一る

五入

六

、）

般理は。

告
公

の
札

工の札あ

木領入で

土要 律
法

の定加こ

事規参る

第 に英事

達工

調川）

）
号 る
す二

関

一成
平

俊び
及

山号

次
を

部
一

の
）



３

者をアイ 条

は申 条 件こ

平 の の 付ア請申申

成

請請 ５ 入 一かし

十

の 札 般らな

四

２のの は 競ウけ

年

の 、 争まれ

六 入でば

北 海

か特
工建

特ま構各特つ本定

建出事設

定で成構定、

の員設資の工

建の員成

工件数の工比入事

設要

道 公 報

イ

れ現本連定特

比こ関特

が設と場工が建定

率建
業同代事あ設建
事工

パ法等理にる工設

ー第以人係建

第

本営以ト

建工ん過ンな 上

設事で去ネお
ル、 点、
延 業にい

同 上長 法対る年工共 以

応こ間事

号

定ア
事
体 企工２

体設単

単建
又共企の 業

時方 地 特企のの は同業

規月

定 方 札にな

二

に 自 参定ら期法

十

よ 治 加めな

一

る 法 資るい

日

こ成請 条 施 格と。平申
書 件 行 の
令 審ろ
一

査に年類 付
般 昭よ６の

金

出 競 和り月提

、
争曜 ２日先

のの 入 年

同

事をは出事率札共

政

構参企

共す、資共がに

率企成加業

同べ２比同

満又は業員す体

企て者

構

体たは、体中るの

業

大定成

のし３均の最特

割表で建員

構て者等代

るあの者あ設と

成いで

はる工し

員
はこる

共参

、とこ分、こ事て

る設共事
２。とのアと

上を セ

企同

ン条の工設業同共

業で業企

トに資事計者

を場務な体業

以規格現

のす有に等いの体

上定

件、

場るす専のこ要は

で託。ア

合監る任受と

も技を配者の

の理者
者事では及

の術工置又

限又にき当び

に

で昭すとを企

ー る和る。平元業 メ あ

建成請体
し ル と年設４けと ト こ

の度して 以 。法業年と
施工 、 第種以て施 上 律
類降

に）工し か
た実 、 ）つにした つ 号

実績 吹 第い、

て

績は き 、

建体件
格 定業要

資

付 条

際 事っ

の 工あ

査 設に

審

のけ 企イお 同は

に 共て
あを観 で件客 体要る 業

審 っす的

日 月指 札
掲かに あ 第に）示 で 令

げらよ る
資月作 で 。

る７り の 号

を日し 入 下

格４成 、 以

有た 札
る）請 参 令

す木申 に 政

どで類 し と

かま書 加 」

。６の。同加

うを よ い

企す

の

以

びで評体者

及上の業る

あ定ので

びこ値成い

並る数構な

。構はと

にとが員こ

の中体

ア員単

の成、。

最企

か高業

国任こ受の

るは専る該
。者件

の家でと託要

も

資す

す格置とを

と資配

若て

。有き本べ

るをで
主とくた

るこし満

する
術事い

技人て

任。はし

を、

者面る

有当 け にそ

共 熱 定許工す該 断 規の
るをにこ同 材 す可法る

る。業 よ 特受よと企 に
空の 凍 建て内体 る 定け

面成 対 業年断構 結 設４

員 策 者以
上
該方し 伴 あ当平と を で

た項 単満事 、て査 てべ
にいい

業てつ 企しに 体

し

てと定

っこ算

あるて

うう

要定

の評

アた

は。

審し す ）

の出 と 。

か提

第る査な

とそな件

に契こお条契

ををれおに約

国約

な共当保

公数、が、該

あは

らで又

団回あ

すをアイ

び、の

及り他

保

除保保政

入以証る免証

にをとす険険

下 札金こ

令

社券

消第 参納。る会証

しおと

若にこ
加付た。

６

はて

くい。

札証札
保

入開開札入
入

建メて っ り

及保
金 札札

業ト出 道 か設ーの た 、
４５

、をル路資 つ
海海話札入

契北北電入
号行

条 査道道番執

約 審
行路路の札 項 を釧釧

場 を

、

、が

を値

件数
っ市土

らい同す

類
書
請
申

ウ
特

も

含上かと企る証

を以
めめ体の金

むにじ認業
場あ

以た、らので

。わ
同て明る合る

下っ証れ
たきあき

じ締しとにと

でて

）し者。っ。

。結
地つり、

はかあは

又、

費
ししだとを
出の 等 よ、しの提条 税
は次にし５ 」 う又、間

１ い すこの北た第 と と

ず道き項 う るれい海と

） は代れを。の 。 者に
るに保定 相 、えか被規

者よ 額 の国該険に 当 そ
含 の、すとり を 者債当

時保金
約
契証 日場日び

金
証

時所

市約平
送同同

双課成郵にに

葉）
６８よ。。

町年にじじ

７場

番月る

所 示
と葉現及 す－場 た双木

び 場
は所６所日所 － き町業

時 、番企
画 審
結務海室 内 査号総北議

果部道 線

釧郵 を工

路送

者約双よ

請契市に

申事

海話

け北北電

先
出
提
の

な釧釧号

ば道道番

れ海
ら路路

な市土

その

方、、そ － い双木

団ら者成

共れの構

公こ
該１

とす当の

体をが員

類て契者

種べ

一 及誠約以

五 び実を上

七

し規

模履結、

規に締が

地るす知
ほしな模

を行

入が 。 積方場る事 む 見
の っそは札定 ） も債合

たの、保め

契他入証た

保険格 の
約知札保資 分

有 に
額が証契を ５

金事
確金約

全締る 当
消実のをす 相

で る
税認部結者 す

費と

は

号日合

及め又し

午）

道着

海）必

北水、

木時

土９

路前

釧
現

場

に課葉る
画

企
所

業分

、

す番は

知６合

通町

る

道
海号

北番
便

。号郵
釧
路－
土

。葉現

木

６所－ 町業
番企
画

部線 務内 号総
工

こ除

ぼたいを

課
約

契
事

くでとて

じのとい

同も

、 額

るるるの

すあなこ

地担一当過 以
びるは、

の入２ の
方保部該去 上

保間

費提納札年 入
消を

契
事

工
部

務
総

税札供付 路
階釧

３道
所海

業北
現

会



お

予低設入最事な

予工

の価内、

定入定札低費

価価て執格訳工 定札し
回入を費

格い行の書事

査。数札提内 格価調る

北 海

９

第の

落政範契要
書 第。内

札約 号 令 交囲
で 者以
最 の作 付

の 決成 低 条下

定の 方財の
価

道 公 報

７８
無入

） 方 あれ種札交 号 同地

かな事明 第 公 らが工説

共

書付

体 めと調の 条 団 じいの
に付 １場 の 証認達交 第

明め

第

回

。証証の数

るアイウ

険託成以

保保保委政構
第 会証会契員上

令 険険
社券社約のに

とを、を全わ

の提銀締員た 条

号

契はた
又

平約こだ

成をれし

十締に、
四結代次
年すえの
六

す書

制は者出訳

るるい

に回、るは

等格度１は

かし札と参

かと入こ、

る、終。考

基再了と

準度後し

価の、て

格入速提

札や出

行に求

はかを 円
消

法を否 １規格 方要 第務
て 規とっ に」も 項則 法
場札 すう 海の入 定い 北

） 釧所る。 道
土交効 合第 路で有 場

木付な を

業る札 き第

現す入 除条

関所 第 品 しら関に 項 物
又 場るるす ５ 等 たれす
項事北 の は 合と事る 号
定 定 、。項海 規 特 でき

共路 よ 務 の釧 に 役 そ道

達種 企双 同 調 同市 り の

っ の

続事 体町 手工 業葉

、し、て ５ 間出行結が
１ 北た農、過締 第 にし

海２し 項 海と林北去結

を。央道年、 の 道き中
債につ 定

被金を間か 規

こ よ

険そ権国、 に

保庫

と他とはれ り

者の者又

る方を 事

す知す地ら 知

る事

月者国ず

二は債れ

十、、か

一契地に

日

る

額そす

金債当

約方該
他場

のの

金知合

の事は 分

曜が、
確契

も 税な札る 費わ入め に

含記で を。にの 等い書

入 ）れ、 。さり む載あ
に

額力

金効

札の

入札

る

企限 北項

所。に 、１

に

財定

総。 道規

画る 海の

工た 規よ

部し 務に

務）

契を 定

事者 則り
予

課札 和た

約落 昭め
者

のの が６

す 北価
と 年定

特調 当番

該
を定す 約をを 契号 例達

の し政定 行る予 履める

い有 な令

公す が

と７

と成

こ平無

め

行指共共べ 定

履が公
す事体誠 た

保定工団て
種に 格

保る履と実 資

証

有

契融保類履 を

険金行
関証ほし す

約機証を行
同者 共

締と券ぼた る

を

企

し間提じで 同

結のを
工しする 業

、に出くあ

当

日

金 す認証 当と保 相実約
保部 以担全 額るの るめ

約供一 契提は のを又 上

付 金こ納 証るの 保す部

た及

しを

応響

対影

と

．．．

則限
規制
。 道の
る 海格

のの細

契日ここ詳

アイ

、

の語入入は

名所約本

年

続び及の入

手及札札

そ第

お令

る政

な

こ約

捨税相者員る契

イ
あ一とに

て事当落での

る者る部。関

た業す札

体

額で金とかにす

金者

履と契と で

該事たるこ

そを、

行行き約を 、

履
保保。

会海開に入る

議北号ア
を

札 のの道掲札落額

こ

る額加

の札 契議議げ金

をの入等算

時決 約決会

す し除 付免 納。を を

は

、
で行
の執
も札
す入
ぼそ

はのの

本契行説

き日び執札 在

通は、書

お国約は明

に

開よ

て貨、公に

称地い

。

北郵電用達する

使調

番る続。

海便話す手る

路語停

釧号号言の

道番

及止 土

び等

）あ額なを免る

－ 木－

し事務

をるをっ申税事

免札者出業を

もか入た

が当

て税書はる者担

っ

記落といす

落事に、こ

組

価者載札。るる

札業

定だき織

格です決たと

するこ後しはの

とある

落共称

るかと速、、名

議札にし

に定

のを。や

地す決及係た

おに 、要

てた 方るをびる金

い当

の費

、っ 自事得こ消額

２て 治件た

等該

には 法とと公税当

規、 さき告
取額

定入 昭れはにの金

契め扱に

す札 和て本定

いる書

入円

資に 年る約るい１

律で締札未

格記 法のを

札他

。入
い、
な際

を載 合
場

の
下

以
者

１
が

者

通が 現

貨有 － 業
所り
得 企北

る

路線 務釧内 総道。

画海
部
工市

及

番
課６

約町
契葉

事双

わに者企び

で問か札同
共体在

入ず消が業所

、

費

に見税同消地

札、費

等

加もの業税

参積等企
除

るた税の免

すっ課体
業

は約業合事

者契事場
申

消額であ者

、金者で

さ 第、結に満
費のあっ

落す関の

有
しれ

。る数

なた 号札るす端

者額 第を条が

い金 ）者
決件あ のに

第し違と し当 条定にる

しは 入金 １た反き た該

、の の合た、 札額 項場
規は入そ 財 定仮札の

札
入

、
は

に契は端 分 務

す
止

中
を

一る

五。

八

るて出

号

税

か、書

税の提 の に免そを 分 等
係

事構出 る

約、数 の 規

課に業成す

額 に 第 りを無金 ５ 則 よ
、締効

相 北結とを

各るすり

海しす切 条当

。

道、



３

者かア あ条

はの 条 る件こ

平 の の こ付、審申

成

請 ５ 入 と一ア査

十

の 札 。般かを

四

２の は 競ら申

年

の 、 争ウ請

六 入まし

北 海

２

平格道当こ当

入次資る

にい成をが該と該

札の

有行調を調 参ず

明物

加れ年すう達証達

名品し品

すに北る指物

道と競にたに

るも海こ

者該

道 公 報

を

ーー達

パパ調納契納

ルる

ナナす入約入 ソソ
ンン品期期場 ココ物

ル

第

協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

一入受６す 付 後

般札け月る 志

物
す

競にる 教る 争係。日品 育

号

規時 地

月

定 方 札でな

二

に 自 参にけ期

十

よ 治 加定れ

一

る 法 資めば

日

のとら成 条 施 格るな平

件 行
令 審こな

一

査ろい年 付
般 昭に。６

金

競 和よ月

り
争曜 、日

。争関者関

政２か 入 年

必す示入しでし

に当告

迅る要

要る第札、あ、

に なこ

なと仕

資と号関速こ求
書

はるア。様

格。又す
をー記

成名タに

平指フ
ビ要

北止ーの

年停サ載

ュの日間所

ピピ等

海さ

のす北

タタ様

ーー仕

ュ

等平平
囲こ道

文成成範る海

書

でが内

処入年年内と岩

説月月、有高

理札９９

得学

）明２２平り等

用

る校

一一書日日成

式式及か

入る等 事 局

札調項の 告

達名 示

以は称 第

下、及 １

び 号

数 入

北

と月
」４
札年量

い
。マ道

う日海

道
教
育
庁
後
志
教
育

日

７ で 令のら 札
及月 あ 第

び９ る

日 の 号
入 下

掲で 、 以

にま で 。

る 札
げ

と

を 加 」

格 参 令

資 に 政

等

道れス件

す よ い

有 し

なン満

示いメを

告て・

て

号こナし

９いテた

第
定のる

規。スい

にとン

証

物がを

る制と

す体こ

び月ら年。

の備明

品整

要）平８

台台求成月

××仕

校校書３を

１１様年日

に月限
度 職商よ

科科。ま当

業業る日に
だ期
た約
。契

））で該

後

実シ庁

をケ育

）ラ教

成育

る作教

すで志

施ュ

田

府
政下

た
れ長

さ局

。
達
調

局
告
示

う
ど す ）

か と 。

る うう
第る

９

た

落北項当契要そ

１月
の 者書 道規り

札約 海の
よ価の 務に単 の作

財定

で

借て者

貸れた

賃さし

８

のい

予名パ予札交交

の入

告

付付 時及ソ明

定称ー説

し間

数ルの

期びナ書 定

６７

算長
予延
、を

入開開札連の

入入一こ

札札札証調約

札保の契

関
に清

は契よ 保金達に

４５

る
す治

約 審海海札入

契北北入

項 を虻教行

条 査道道執

っ郡庁場 を 行田育の札

成 規 類
書 請

請

申申

イウ

定を 定の 則り）

決
法たっ否他

昭めも 方要

予て

和
海格

北価札

年定入

道有
札

第当入

則月な

規１効
た

ン付 時場方 量コ交
す

月ュ期関所法

１ピに

たタる

当ー
成項海海の

り平事北北
道道場

の２
単式
１田育で

価年虻教所

）
×月倶後付

台０郡庁交

免に調 証 日場日、約る

時所時金すす後

除関達
項い

。事お

るるに

ににて

平成
成
年同同調

８月。。が

年７じじ達
予 月

す場 た倶後所 示

１日定

所

き安教び 場
と知志及

企

、北局時

は所町育日

査条画北教

審１
務道堂庁

結東総海講育

田志

を丁課虻」後

果２

申目

の の

者倶送育

請郡郵教

海

申け郵北

法先
出

方提
な号教

書ば番道

請れ便

のら育

類

庁 提な
出い－後

。

以単る

。の限

号りに
））

下価
規限も 務制た 財のし

一 則のの

五 」範を

九

と うで者 い内札 と囲落

ろ安教る

２ご知志す

最

町育。

校

総

科条画

通１企

普北局

日まさ

目
丁課

２務

）東

でれ

の等

着品

）必物

木にる

と名

前この

午
）、

時。称

に局
よび

に及

送量

郵数

知町る画

通安よ企

に知
は課

る１合務

す北場総
番

丁便
２郵

東、）

。条
北
号

目
海

志

道－

先。

教 の

道画

に海企

示北局

指育

成郡課

作田務

り虻総

よ
書北

請町

申安

た知

し倶

価。 第のる ）低す 。
格
条

は札

合入

場の

るそ

第１ 平公

、の

後
志 条

類１

階道
２海

庁北
支

な目

し丁

出２

提東

を



．

北 海

． ．
．． こ詳
の細
入は
札入
の札
執説
行明

道 公 報

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事お本契

るに日

第

者員

アイ

る捨税

落での

た業札あ一 分 落額て事

決加金者者る部 の 札を

とかに 定算額で

申税

にし）あになを免

当たをる相っ

号

開に入
号

平札掲札

成のげ金

十時る額
四に入等
年お札に
六及係

は書
、に
公よ
開る
す。
る
。

を称地て通は

務い国約

電す達

当用調

担使貨、
続

る海便話る手

す北郵
教号号語の

組道番番言

の育及停

織

び止 名庁

通等

貨が － 称後－

及志

有 － び教

出業

た金もか当たし事

るはる者

っ額っ免す者

てて税

とい

は当落事金、こが

を札。る

、該札業額落

格で入決たと

入金価者

書にとあ札定だき

札額

、、

に１する書後しは

記や落共

記円るかに速

で問載か札同

載未のを

れの、わすに者企

さ満

い

月てびる

二、こ消

十２の費

一に公税

日

方

す定地

定にび

規告及

資る消

るめ

金

を札税

格入費

曜有に
し関以

所育り
得 在局北

る

線 総虻内 画道。

地企海
務田
課郡
倶

る消が業

条
１
北
町
安
知

札、こ費共体

た端入ず

額がに見と税同消

金数

業税

にあ参積。等企費

すっ課体等

当る加もの

税 金きるた税の免 該と

月業合事 額は者１事場

そ、当者で業 の、は
の消たであ者
て出 の
端費りあっ申 分

等契か、書 ５
数税のる

金

日

いる
なす下

等 しに税

の件費

者条消
たい 札しと 入反」 た違

規は） 務札。 財入う 、
無取 則、の

３

者か あ条

はの

該こ付、審 条 当る件こ

を ５ 入 調と一ア査 の の

物競ら申 の 札 達。般か

２
の平格道当こ

入次資る
調を

にい成をが該と

札

有行 参ず

指物明

加れ年すう達証

目
丁
２
東

すに北る

ーー達

パパパ調納契納

ナ要入約入 ソソソを

ー

免そを に

ルルルす

ナナ

を係金税の提 相
額に約

業成す

切る額事構出 当

協１

すり課の

北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成調 教

達
札

おこ用 育

りのを年を に 庁

一入受６す 付 宗

般札け月る 谷

効扱 第
とい

争ウ請 ２ は

。
各る
す 条

な 規 地 に入まし の 、 品

自 し参にけ 定 方 関札で

資めば よ 治 、加定れ に

ら 条 施 求格るな る 法 要

令 様審こな 件 行 仕のと
一

書査ろい 付
り 競 和 記よ 般 昭 にに。

載

競にた

るも海こ名品し

当告。争関者

者該道と
札、あ

必す示入しで

に

に迅る

要る第

なこ

すなと

北資と号関速こ
フ

道はるア。

海格。又

をー

尻成名タ

利平指

高

期場 コココる

等年停サ

所

ピピピ品

ンンン物期

ーーーの

ュュュ等日間

様平平のす北

タタタ仕

道

一一２等成成範る海

囲こ 式式式

９９でが頓

年年内と浜

入

高

台台台札月月、有別

物
す

×××説２２平り

競にる 教る 争係。日品 育

入る等 事 局

札調項の 告

達名 示

以は称 第

下、及 ７

び 号

数 入
」４

札年量

北月

と月１

い

道
教
育
庁
宗
谷
教

の、 争
で 令 件の 札 政 要２ 入 年

を及 あ 第 等
満び る
の 号

下

て掲 、 以

しに で 。

た
るる 札

いげ 入
加 」

と格 参 令

こ資 に 政

校海さビ

学北止ー

をを

ン

示いメ

告て、

道れス
とン

号こナ

９いテ

第な

る制

す体

定の

規。ス

に

１２明日日成得等

物が

る学

１
校校校書か

及月ら年。校

要成月

職職文び）平８

業業書

科科処求
用様３を

））理仕年日
度

）書月限

に

契

。で該

るま当

よ日に

り

。マ道た

う日海当

。

シ庁単

をケ育の

）ラ教
教

すで谷）

施ュ宗価

実
た

れ長

さ局

。成育

る作
府
政及

育
局
告
示

一
六
〇

うう

明す よ い

証有 し と

者ど す ）

たか と 。

しる 賃さ

の備

品整

で第るう

だ期
た約

のい

借て

貸れ

調川

算長
予延

、を
し間

る
す夫

関
に英

達



開に入る

要そ号ア

平 札掲札落額

成 の札 げ金を

十 の時決 る額加

四 に定 入等算

年 おに 札にし

六 当 及係た

北 海

項当

８９

海 交交規り

落北のた契

財に価 者書 道定単

札約

規りを

務よ） の作 付付

っ 定の 場方則定も

決成

め

道 公 報

６７
保説

入開開札札

入入入
の 保金書 札札札証明

札
免付 証 日場日、交

は

第

４５

約 審海海札入

契北北入

項 を稚教行

条 査道道執

っ市庁場 を 行内育の札

広谷及 す場 た末宗所 示
と

号

書 請請

請

申申申

アイウ

い 提
の のの類

月 てた びる金

二 、っ 他こ消額

十 ２て の費

一 には 告税当

日

定入 にび金

規、 示及該

る書 め方に

す札 定地額

資に る消１

金

を載 札税未

格記 入費円

曜 有さ に満

しれ 関以の

法法予入否

昭たて 方要

定札

和 所

年価
格有

海 海海の効

北 北北
教所月入

道 道道場１な
たに

則 内育で当札

規 稚
市庁交
谷すのる

号 末宗付り限

除に

以 ４教る単。

。 広

。る
るす

時所時金す関
事

同

育成成にに項

教平平
同 庁
谷８７。。

宗年年じじ

教月月

育１
企ま

局日日

所丁育日所

き４教び 場

北大

審２企

、目局時

は

総海会

北査番画

海結
を課稚室

道果号務道議

育申経内

教
宗者学末送

庁請理市郵

教通管４よ

谷に校広に

平申け郵

期法先
出

時方
書ば番

成請れ便

６のら

年類な号

月提な
出い－

日先。
の

日

い金 る数

なた す下端

のに 件費あ

者額 条消が

た該 違等と し当 に税る

札額 しとは 入金 反」き

入うそ 、の たい、

財札。の

、の数 の 規は）端 分 務

丁育。価）

無取金 ５ 則

目局）し

下
務 番画制者

財 ２企のた

総限を 規

者 」 課範札 則 号務の落

学です い 理内と と 経囲
の ） 管低。 。 校最る う

総）に

画木で

係価 第 理

２こ

経後の

課午着

務必
。

学時と

理
校
理
管分）

知理丁る

よ
に
）送
係郵

企る２合

局す係目場

育

、

画。番は

総

海号

経北番

課便

務号郵

学道

理
校宗

管谷－

理合

かに海

）示北

月指

係同

市

月作内

７り稚

らよ道

た広

日し末

５成

２

ま書目

）請丁

金申４

効扱額 に 第 を番

で類

相 といを
協

。
各るすり

す切 条当

北

次な定 海

のおの 道

と、適 教

おこ用 育

りのを 庁

一入受 根

般札け 室

格
条

１月
１ 第

．．

．

、
は
合
場
る

．
．． 日ここ詳

本のの細

語入入は

及札札、

び及の入

階道
４海
舎北
庁

名所約

者員る契契

アイ

手

あ一とにの

でのこ約

かにす続

る部。関

提

イ

な
し
出号

捨税

落

金者者 の た業札 分 て事

と

競にる

額で

教

争係。 育

入る 局

札調 告 道

達 示 教以は 第

育下、 １
号 庁入

根

」４
札年

室と月

教い

日び執札

本契行説

国約は明

通は、書

貨、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等

お

申税事に

を免るき 在

て

出業を称地い

し事務

郵電使

こが当、

る者担

るる海便話用

といす北

号る

たと組道番番す

。
しはの育言

だき織教号

語 、、名庁

及 － 落共称宗－

当た

をる相っ

）あにな

て税るは

っ免す者

もか
を札

札業額落

落事金、

とあ札定

格で入決

価者
記や

るかに速

する書後

う日

のを

育。マ

局

をケ
）ラ

告実シ

示

る作
すで

施ュ

一 。成

六 さ

一

府
政

た
れ

が
有
り
得
る

び

。

札同及谷

通 － 者企び教

が業所育貨

共体在局稚
内 企費画市

同消地企内

体等務広線 業税総末

の免課４

場税経丁
校番

で業学２

合事理目

あ者

わすに

で問載か
っ申管

税

札、こ費

入ずる消

、
加もの

参積。等

に見と
業

者１事

るた税

すっ課

りあ

消たで

、当者

は月

る
す

関
に

達
調

費

提
そを

、書係

て出理号

契か

税のる
成す

構出
の

る額事

係金税

に約免

等
課の業



４

道

約 審便海

イウ契郵北

項 請を号教

条 申申査番

書行育 請

庁 を 類っ

室 す

のた－根 示 の

提と

北 海

３

者かア に条

はの

た付、審申 条 当し件こ
５ 入 調者一ア査 の の 該

ら申 の 札 達で般かを請

る争ウ請 ２の は 物あ競

にこ入まし の 、 品

道 公 報

２
の平格道当こ

入次資る
調を

にい成をが該と

札

有行 参ず

指物前

加れ年すう達事

も海こ名品に

すに北る

者該道と競に明

る

第

を

達ー達

調パ調納契納

ルる

すナす入約入 をソ
品ン品期期場 物コ物

る

号

札 成
平入

１

平

に 成年
十６付
四す 月

年る 六方 日

教 場 出き

海企

、北局

法先は所育
根総

申け郵北査道画

審

番道果室務

請れ便海結

経

類な号教を市課

書ば
のら育申常

庁請盤理 提な

に３校

出い－根者町学

室 先。

教通丁管 の

定 方 関と札でな 規時 地

定れ に 自 し。参にけ期

る 法 要資めば よ 治 、加

とら成 条 施 求格るな平

件 行 仕の
令 様審こな

一

書査ろい年 付
和 記よ月 般 昭 にに。６

競 載り

の、日 争

。争関ら

政 要２か 入 年

に

必す示入しか

に当告

に迅し

要る第札、

なこ

すな者

北資と号関速た
あ

道はるアで

海格。又

こ

標成名タる

中平指フ
をー 津
等北止ー。

高年停サと

日間所

等ピ等

学海さビ

北

称タ様

名ー仕

のュの

成範る海

及等平平のす
囲こ道

び２は成

数式、

でが室

量入年年内と根

札９９

り等

１台説月月、有高

日成得学

月×明２２平
る校

当２書日

た校及か

事 月
二項

十
一
日

金

北

曜

係

指育知目理

道
海

示北局す

よ道画。地

に海企る番

経

成市課

作室務

り根総
３校

申町学

た盤理

し常
係

類目理

書丁管

請
７ で 令 件のら 札

を

を及月 あ 第 等

る 満び

日 の 号

掲で 、 以

しにま で 。

た
るる 札

いげ 入 下

て

加 」

と格 参 令

こ資 に 政

前す よ い

事有 し と

をを

示いメ

告て・

校道れス
ン

号こナ

９いテ

第なン
制

す体

定の

規。ス

にと

ら年。

の備

品整

物が

る

りび月

業求成月

の職要）平８

単
価科仕

月限

書３を

））様年日
度

に
よ

。契
で該

。ま当

る日に
だ期
た約

日

青
長
局
育
教
室
根
庁
育
教

木

な
し
出地

提番

事

開に入る捨税

そ号ア
金をた業

札掲札落額て

時決 る額加金者

の札 げ

にる うう

入等算額で の

るう

らど す ）

明か と 。

か第
９

項当

海 交規り

落北のた契要

財に価 者書 道定単

札約

賃さ

りを

務よ） の作 付

７８

のい

借て

貸れ

名パ予札交

一この入

告

明

の契定称ー説

連の予
びナ書 定付 調約時及ソ

し間

契よ数ルの

達に期

６

算長
予延
、を

札証
札保

入開開札
入入

５
夫

良

は 保金 札札 札 号行
番執
話札入

電入
の
場

る

おに 札にし）あ

に定
る金もか

い当 及係たを

っ 他こ消額っ免

てた び
２て の費て税

、

該札業

には 告税当落事

入 にび金価者

規、 示及

とあ

す札 定地額格で

定
る消１する

る書 め方に

を

格記 入費円るか

資に

も

決成 規

を載 札税未の

めっ 定の 方則定

法法予入否

昭たて 方要

定札

和
年価
格有

海 海の効

北 北

規 教所月入

道 道場１な

庁交たに

則 育で当札

約る量コ交

号 根付り限

に調ン付 時場

月ュ期関所

関達１ピに

たタる

るに当ーす

す後

項海

項いり平事北

事お

道

ての一成

調単式

室

達価年根

が）

日、

定×ご常

予台月市

時所時金す
除
免 証 日場

。
る

平成 海

にに 成 道

年同同 根

７月。。

室北年７じじ

支海
庁道月
日 大教

所場
時
－日所

３び
－及

根

線道

内海
北

室
市

有さ に満で問

常

端入ず

しれ 関以の、わ

い金 る数札、

なた す下

あ参積

者額 条消がに見

当 に税る加も

のに 件費

るた た該 違等とすっ し
しとは者１ 入金 反」き

当 、の たい、は月 札額

入うそ、 財札。の消た

すのる

は）端費り 分 務

。価）

以 教る単。

。 室
局）し

下 育

限を 務 画制者

財 企のた

」 課範札 則 務の落 規 総

です い 理内と と 経囲者

盤
管低。 。 校最る う 学

る３

れ校町

さ１ろ

品通目

物普丁

等科

及
量

数
、

称
名地

の）番

議庁で

会育日ま

び

室）必

室根水に

局後こ

送育午の

郵教着
）

る画時。

よ企２と

に
場総

よ

、経に

は課送

合務郵

目
丁

３
町

盤
郵理

地
番

一
六北

二

の数税の の 規 室
根

道
海

に 第無取金等契 ５ 則、
効扱額に約

相 といを係金

すり課の

す切る額 条当

係価 第 理の ）

。
各る

格
条

公
の

札
入

の
そ

１月
１ 第

は

号管合

番校場

便学る
理
係、

北
階

３
庁

支
－）平



協１ 北

次な定 海

のおの平入 道

と、適成 警札

平 おこ用 察に成 りのを年 本

十 一入受６付 部

四 般札け月 告す

年 競にる 示る六 争係。日 第

北 海

．

道 公 報

． ．
． こ詳
の細
入は
札、
の入
執札
行説

第

約本の

る契契日こ

アイ

札

とにの語入

こ約名所

び 在 す続び及

。関手及

事に本契

るき日

号

者員

イ
落での

者る部 の札あ一 分
とかに

事

相っ申税

になを免

月 入る

二 札調項 号十 達

一 以は

日 下、
入
」４
札年

金 と月
い

曜

。マ
う日

道

警

察

本

部
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

を称地い通は

務お国約

電使達

当、調

担て貨、
続

る海便話用手

す北郵
教号号るの

組道番番す

の育言停

織

語止 名庁

及等 称根－
－びが 及室

３通有 び教

る者

す者出業

当たし事

額落とい

金、こが

るは
だき

入決たと

を札。る

に速、、

書後しは

札定
者企

載か札同

記や落共

すに

日

ュ道

実シ海

をケ北

）ラ
。成本

る作察

すで警

施
調原

府
政上

た
れ長

さ部

達

告

示

得

所育－貨り

在局北

る 地企海
市
務室線

総根内

画道。

課
経常

理目
管丁
校３
学町
理盤

消

こ費共体

る消が業

係

の業税

。等企費

と税同
事

事場税

税の免

課体等
っ申

であ者

者で業

業合

都

に美

か、書

るて出

あ

５
る
す男

関

号行
番執
話札入入

電入
の札札

場

４
道道

約 審海海

ウ契北北
幌察 項 請を札警

条 申査

３

類っ市本 を 書行

者かアイ 条

はの

約付、審申申 条 契件こ

請請 ５ 入 に一ア査 の の

る競ら申 の 札 係般かを

２

地
番

の平を道日に

入次格査
じ

にい成有が本応

納札

す行国 参ず

にれ

加れ年るう内ら 入

の提

免そを

すに北こ指

業成す

事構出

税
を服を

達広達

調背調納

るる

すす入

及場日 －所
び
日所時 －
時

察平 郵北

本 内

道部 － 線便成 海
番
警総 号年

察務８

本部 北月

のた中部 示

海１ －部会

出き区務 場

提と央総 す
条計

、２会

先は所北部

結７

け郵北電査西課

審

ば番道番果丁

れ便海話

ら察申

な号警号を目

請 本 な

請 ２のの は

い－部－者

地 広入まし の 、 背争ウ

法 定 方 服札でな 規時方

加定れ に 自 を参にけ期
申 る 法 約資めば よ 治 契

ら成請 条 施 担格るな平
書 件 行 当のと

令 者審こな

一

等査ろい年類 付
よ月提 般 昭 がに。６の
出 競 和 指
定り

いこ 場るも海と名おる

当告争てと

者該道。競
札契

所必す示入、。

に

に約

要る第

なこ
。又す当

契資と号関担

当平指等

担はる者

約格

を求

者成名の

等

物

が年停め

期 物

品 品

等
平

称様

名仕

のの日 着 等
び成

及等

数
量入年
札
説月
明

１計 道日 階課 札

海会市後 北札幌午 入）

札

央時 道場中１

郵区
北分 幌一 市送

六 に２

郵 中三

場７に 区る西送 央よ条

に

合丁よ 北

総 。

通 務－ 部知
す 北会

る

幌線 札内 道課。

海計
市
中

す、日先 争

２
北

区
央

ら指 札 政 る２かの 入 年

７示 で 令 場の

で及月に あ 第 所

よ る 採び

日り の 号

成 、 以

でにま作 で 。

寸

た 札

るげし 入 下

き掲で

こる

。格請 参 令

と資申 に 政

さよ

指北止に

を書 加 」

る告て北

す道れり

定海

い警

所第な道

場示い海

規。職

にとの

号こ察

９

書日

物会

る立

すの

定員

場 条
は目る ２

。
る

よ
に

丁
便は 海 ７

郵北合 西
、

７
西

条

目号警必

番道、

すを よ い

有類 し と

目
丁

す ）

か出 と 。

る提 うう

のの

品い

第るうな

どし

資検

の、

入に

購下



約名所

税相者契

イアイ

関

業す札あに

事当落で

在 で金とかす

者る者る

るをっ申事

あ額なをる

北 海

て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の
おに 札にし）

に定 入等
当 及係たを

道 公 報

っ

８９

札約 務 交交入

落財て契

則 者書 規札
効
第有 の作 付付
決成
な
入 条 定の 場方

第

６７

入保和る入
と札 入以証入

ろ明

札下札 札金年こ説

保 にを北
よの 保証 消 参納海に書

しす規る交

金 費 加付道

等 よる則。付 証

の 税

号

開開

平
成

札札 十
四
年場日 六

者出を称地

か入たし務

、こ当

税書はる担

免札
業記落とす北北電

事に

道番

者載札。る海海話

定織警札号

です決組道

るこ後の察幌

ある
かと速名本市

を。や称部中－

問か及総央

る金も

い

－ わにび務区

、っ 他こ消額っ

てた び
２て の費て

告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

さ に満で

を載 札未の

格

札 方要 第

しれ 関の、

有

る の限 項 所法法に否 １
。 規
に

海海話の） 定 北北電
警号所た よ

道道番場し

幌察で者 り

札

交を 定 市本

す札 た

中部－付落 め

央総

る者 予

付 」 うこ第に

納

－ 区務

関 の と 金とと
う る。る

免 い す。号す

） は下項

、 。 者以事

除
付 相 、

納

者規
法 額 の務

方 当 そ財
、 む 見」
は 含 の則

等 を

政 。 積と

月
二所時

十
一
日

。。
じじ
同同

）にに

着

金

曜

ず消所部北

、費在会２
内 積等課西

見税地計条

っ課丁線 もの７

た税目

契事
る

のあ

額で

金者

約業
か

い金 る数札

なた す端入

のに 件あ参

者額 条がに

た該 違とす し当 にる加

札額 しは者 入金 反きる

入そ、 、の た、は

財札の消

、数税 の 規は端費 分 務

北部。と 定

無金等 ５ 則

す 価 ２会

る 格

線 ７制 内 西課。 の

条計

の

丁限

目

範

令 ） もい

の
低

最
で

内
囲

た。
第 の っう

契）
の の
約第 条 分
金

７ ５

か 及 に条 額

海 す第 費北 当ら 消び 相
税

道 る 及
地ま 務 以
び条 財 額

日

税 の免 分

事

に業
アイ
格道名務

入次資指入財

い成をがさ規
札 札の平
有行れ則
に に

参 参ず

に に 第

加れ年すうる」

効額
相 とを係

各るすり課

す切る 条当

。
警警調納納

入
アイウエ

入

に達察察察達

札調警

すすす

付を官官官を入

協１

も
を

格
価

北

次な定 海

のおの平警 道

と、適成察 警

官 おこ用 察

りのを年 本

指入受６男 部

名札け月性 告

定 入
消の 則 の
方で 規 上
費
税札昭め

．．．

こ詳
の細
入は
札、
の入

札

の語入

約本の

契日こ

る指たと
加 続び及

手及

も海こ名めい
し すに北

う 者該道と競にう
よ る

要）
と に当告。争必。

る第札な第
す 必す示入

る 要

に要者 なこ
。又す条 は 資と号関件

海 平指基 北 はるの 、 格

をに 道 成名準
基 財

性物

るる男男男る期場

）））品日所

事物性性
合合の

等用用用等

項品

約

名服帽活仕平契

の合

担

称子動様成

及帽等

者

び年当

数

入月等 量上

が 札 衣

説日指

）

個個

競にる 示

争係。日用 第

入る合

札調服 号達等
札

下、入

以はの

入
と月

」４
札年

い

執札
行説
は明
、書
公に
開よ
する
る。
。

は

い国約

お本契

に日び
手

す達

用調

使貨、

て通
等

び止

及停

語の

言続

る

さ規く 北止務づ 年停

通

告ての 道れ則次 海

に 第な和件 示い昭要

９い

海す にと北当 号こ年該
則と す規こ 定道る 規。

明定

る

書す

にる

ン
ボ。 ズる所

よ場 着 をケ北

）ラ
。マ

う日

本

察

すで警

施ュ道

実シ海

た
れ長

さ部

。成本

る作
府
政上

。
る

得
り

有

貨が

一
六
四

物第。

品

調原

の下

入以

購。

の号

る
す男

関都

に美

達



入落

イアイ

平 予札交交札

成 説者

十 定明付付の

四 書決

年 時の場方定

六 交方

北 海

名警警警

第一こ示
公ア

連のの

の契予察察察

に及 調約定官官官 条称

達に時
数 い契よ期男男男 び お
約る性性性

道 公 報

入下

入税入以

ウエアイ

開開入札
以 札保札 札

証令 保下 札札に証保政

参金
のと

証消 場日加を金」

費 し納

第

話札入入

北北電入
アイ

号行札札

道道番執

海海
幌察の

札警

場場日 市本
中部－所

号

入条

日査納約

検契

アイ

内じるを

国応す項

本に
おれ品す

にら物示

月 期付所法法

二 に

十 関

一 平す北北電ア

日

道道番場

成る海海話の

事
幌察で

年項札警号所
交 月市本

金

す

こ中部－付

ろ央総

曜 る

北部。 － 区務

用用 準に調量））） て
すす後合合合 用関達用

事お子動 るるに服帽活

則調 規て 務項い帽 財

達上 第

個個 が衣

予

条定

所時金よ付納い

着 かさ

とるの。

等 うす付う

税

除第

と アイすこ免）

」
い ににると
う 同同者。、

。。、付条 。 じじは納

相 そ方の ）
のはお 額 者等に 当 の法

及所時

て 含 見、い を

央総

び

北部日 － 区務

時北会中平 ２会

海場央成 条計
西課道区
送２８ 線 ７札郵北年 内

市に条月

丁幌

目

中よ西１

合目午

区場丁

央る７日

要

てこ必所

いるに場

北

生

担る

約す

契。と

、と
を

求給

の供

等の

者地

当
に受

め

日 ２会
丁線 ７内 西課

条計
目

物ズ 第る

られ

ボ 品
の ま等 条ン

で名

と量 る数 め、 定称本 の

方準 む 積地

そ ろび こ及

の た治す ） っ自用 。 も
契法る
政 約施

額令 の第 金行 分令

５

７ 当
費和の 相
消昭条 に
税

は後

び政び る
及年及 す

道

西郵海時

条、北２

２
７便

本に

目号察送

丁番警郵
部よ 北

務場

海－総る

道

部合 警
海課必

本北計、

察会は

こ

海る

北れ

りら

よけ

部

立
の
員
職
の
察。

警と

道
い
会

オカキク

契日ここ詳

約本のの細

の語入入は

る入 よの に

手及札札、

エ

の 。札
落者約名所

切係分業契

札でに

る りの
課 捨

者あ関

上
方第務 以
地令財 額

て
規 消

イウ
。

費の号則

札落る

開のは入す

者又

を
札 のたの金額

札しこ

）

１道）着

決 時入公額

札市
入幌
階札

こてま、

要そいは提

ア

明、れ

札の証たそ出

入

の

参札す提に場 のに入

、
に
下

務制。約

財のる契

格す

入

第範成

則の作

規限書

説

に日び執札

続び及の
書

い国約は明

お本契行

電使貨、公に

て通は、

番す達する

話用調開よ

言続。

号る手る。

語の

び止

－及停

る 相 事 たとるす に在 税

っを事称地 当 業 金なか
を る で ）た申務 す 者 額

は出担北北 金 あ を者し

か っ、る当海海 額 る も

札 入 免 て落こす道道 を

組察幌 札 税 落札とる警

価定織本市 書 事 札決。

央 記 者 格後の部中 に 業

札示等加

載 で と速名総

係し
に お、にに算

定 に

た て務めるた
当 い財定

費額
っ 北電、規る消金

の第札税
て 海話１則入

は 道番

に等当 、 警号

関の該 条入 察に
規す取金 に札 本

いに お書 部－定る扱額

す条 いに 総

る件１

所

加にる出応

－て記 務

よ加類たな

し参書しじ

を品れ北

うし等製け

他

な道

すう平見ば海

とよ

及ら札

ると成本

者す
７書い市

にる年びな幌

等央

求は月類。中

要者
さ、

囲の

れ製日に区

内要

ての い低 お最 にで否 条
財っ るも すを 用格 準価

通等 規入 務て

貨が －

有
り

。 線る 内得

一
六
五

及部北 す あ すや称務区

か のにび会２ る る るか

課西 と を で消所計条 こ
わ 入税地７ 。 問 、費在

参課 、 にの目 ず 札等丁

っ る業 も す事 積 加税 見

載 部資に円
はで た 者者

準 格違未 用さ 会

を反満

内るた 課有しの すれ 計

額 な入数 線財金 した端

い札が 務
規に

者はあ 則当
金 し無と 第該 若、る

効き 額 く
指各す、 の は条とは

２

る品ま関北

名号るそ

西

務本に契条

義見でし
の当丁

び次担７

及、約
所等

の場者目

１

明

及出説

ア提ら

のにか

則札

にけ求

イなを

びし

有 第
効

の限
項に

１札
第入

条な
りた

よし
に）

定。
規る

額 費か 金 消る 約 、あ 契
等税 の 税免
事 に

５

れ掲端 の

さに。の 分

入額 相

いる金 に

てげ数

ばら

示れめ

い札当を

な にな場

項らた

事なれ

す

た落
めを

定者

。
つい合 価と

定者
予札



話

と検契北北電

こアイ

道道番

。日査納約海海

応す項札警号

本に入条

内じるを幌察

国
にら物示市本

おれ品す中部－

北 海

道名

入次資指入

エアイ

成をがさ
札 納札の平格
有行れ
に にい

参 入参ず

る指た
加 加れ年すうる

も海こ名め
し 場すに北

る

道 公 報

２

調警調納

察入
警アイウ

官札
に達察達

男付を官を入

性すすす

）るる男る期

用事物性物

第

．．

号

．
平
成
十
四
年
六

いるに場央総

要北部－ てこ必所区務

、と
契。と２会

７内 担る西課

約す条計

者地丁線 当生

等の目

の供

と競に
よ

に受

めを

求給

当告。争必
う 所者該道

札な
す 必す示入要

と に

に要
る 契要る第

者 約なこ
。又す

は 担資と号関件

等平指

財 者はる

、 当格

を

規 が成名

務
則 指
す北止

第 定年停

合項品）品日

ワ等用等

イの合の

シ名ワ仕平

ャ称イ様成

ツ及シ等

のびャ年

入数ツ

札量入月
札
説日
明
書 着

月
二
十
一
日

金

曜

道こ

海る

北れ

りら

よけ

会
立
の
員
職
の
察。

警と

い

る海さ
い基

所告ての

場道れ条

号こ基

９いに

第な準

示
すの

定次

規。く

にとづ

。
る
よ
に

品に

物件

る要

日

、
に
下
の

こてま、

契要そいは

ア

、れ

書札の証たそ

約入
参札す提に の 作に入明

のる

入す

購当

の該
成

制。

落財のる

アイ格す

の則の

者規限

交交札務
決第範

付付

札

第の一こ示入

公アイ

定連のの名予

めの契予説

の及 る調約定定明 条称

と達に時書

入。入

入む

イウエアイ

札にの
札 札） 札

入開開
保保 札札

参

出応

の
行札
執
札入
入
ア

要し参書しじ

の加にる
等製け

否他よ加類たな

平見ば

とよを品れ

うし

及ら

ると成本な

すう
者す
要者７書い

にる年びな
等

求は月類。

さ、

囲

れ製日に

場方定

内
低 お最 に 所法法で 条 方

話の価 て 北北電アの い
を 用 道道番場格 準 海海

る 幌察でも す 札警号所
交っ 財 市本

す入 務 中部－付て
規 央総

数 及こ契よ期時の び ７

に調量期付 びろ約る交

す後関 務よ関達に 財に

る 則。るに警平す 規る

事 第事お察成

項い官

て年項

条調男
用ろ

おが）こ

に達性月

証
い予

のの し分 証金 日場日加
に付 う５納 時所時金よ
当免 中平アイす相の と

同同者す除 央成ににる
る、 区

。。、額納 北年じじは
の上方 条月そ以付 ２８

場

入等 ７日者の法 西１

場

時北会

日
び
及所
所
場

道
海

央る
中よ

市に
幌送

札郵

に契

義見でし

る品ま関
の当

び次担

及、約

務本
所等

の場者

２

明

及出説

ア提ら

のにか

る札

にけ求

イなを

びし

北部。 －則 区務

第有 ２会

効 条計

札 線 ７第入 内 西課条な
項に

丁１

目

の限
りた

よし
に）

定。
規る

シ

用れイ

準さワ

て定合

務等

財品ツ

る物ャ

する

規の

則名
、着 第称
数

午見札は 丁の

及 か量 条

北２も証政 後積保、 目

たを第 海時っ金令

道納 警分契
す 察約条 付
る 本郵金の

部送額
と 総にに こ

て

部る費い 。 務よ消お

、
２は

北合
区場

会場税

目号
丁番

７便
西郵

条

一
六北

六海－
道
警

事なれ

すばら

示れめ

察

。
つい合

にな場

項らた

定者
予札

た落
めを

定者

そ 第び ら

価と

の

計合等準
での

ま札

条入 額る

）、当す

課は相用 海
本北

）含令

着を政

必

札市
入幌

階札
１道

部



警
３

．察

平 官

成
十 男

四 性

年 ）

六 用

北 海

．．

カキク

ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

道 公 報

エオ

者約名所約本

業契契日

あ関手及

札でにの語

落

るに日

とるす続び 在 者
なか

第

ウ

の

のは入す切係分

者又

る しこ札落るり
課 札 たの金額捨
加たに 税 決 入公額をて

にに算金相 事 定 札示等

業 に 、

号

お
に

場時
の

出札
開

提

イ

所

月 合

二 活

十 動

一 服

日 の
入
札

金

曜

契行説

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が

務い国

っを事称地お本
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規ず に 札が札 務わ 額 入

該 、る参 則、 当 はあに
積 金 無と加 第見

効きすも 額

各す、者っ の 条とはる
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